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(株)日本総合研究所 原油市場展望 2024年2月

◆現状：70ドル台で推移

2024年１月のＷＴＩ原油先物価格は、上中

旬にかけて、70ドル台前半を中心に一進一退。イエ

メンの親イラン武装組織フーシ派による紅海の船舶

攻撃により原油供給への懸念が高まったことが価格

上昇圧力に。一方、サウジアラビアが原油の公式販

売価格を引き下げたことが需要減少への警戒を強

め、価格下落圧力に。

その後、原油価格は70ドル台後半へ上昇。米国

や英国によるフーシ派への反撃が供給不安を強めた

ほか、ウクライナの攻撃によりロシアの生産施設の稼

働が停止したことが背景。月末には中国の経済指

標が市場予想を下回ったことから、70ドル台半ばへ

反落。

◆投機筋の買い越し幅は横ばい圏

投機筋の買い越し幅は小動き。中東情勢の緊迫

化を背景に原油供給への懸念が根強い一方、中

国などを中心に原油需要の弱さが意識されるなど強

弱材料が入り混じったことが背景。

◆見通し：70ドル前後で推移

先行きを展望すると、原油価格は上値の重い展

開が続く見込み。ＯＰＥＣプラスによる大規模減産

が継続することから原油供給の増加は限られ、価格

の下支えに作用。もっとも、米欧や中国などの主要

国では当面景気が減速すると予想されることが原油

価格の重石になる見込み。

原油価格見通し：上値の重い展開に
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◆中東情勢を巡る懸念が上昇圧力に

原油価格は、中東情勢への警戒から上昇圧力が

強まる恐れ。昨年末以降、イエメンの親イラン武装

組織フーシ派による船舶への攻撃が激化。紅海を

経由する原油・石油製品は、2023年上期に世界

の原油需要の１割にのぼっており、石油タンカーの通

過量が足元にかけて急減。

◆需給双方に価格下落要因

ただし、中東情勢が一段と悪化しない限り、一方

的な価格上昇が続く公算は小。

OPECプラスは２月１日の合同閣僚監視委員会

（JMMC）で、１～３月の日量220万バレルの減

産維持を確認する一方、４月以降の自主減産につ

いては方針を示さず。１月はイラクやクウェートが当

初の方針通りに自主減産を実施しているものの、昨

年12月にはアンゴラが減産への不満によりOPECか

ら脱退するなど、加盟国間で減産に対する足並みに

乱れ。

加えて、原油需要減少への懸念も根強い状況。

主要な原油消費国である中国の製造業PMIは、良

し悪しの判断の分かれ目となる50を下回っているほ

か、原油精製量の伸びも昨年後半をピークに鈍化

傾向。米国やユーロ圏でも当面は金融引き締めが

続くため、需要の力強い回復には時間を要する見込

み。

トピック：中東情勢への警戒と需給緩和が綱引き
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OPECプラス主要国の１月原油生産の変化（前月差）
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▶ 紅海の物流混乱が欧州景気に打撃 ― 供給不足でインフレ再燃と生産減少の恐れ ― 藤本一輝 1月31日

▶
新ＮＩＳＡ、今後４年で最大対ドル６円の円安圧力に ― 海外への資金流出額は最
大４兆円に―

立石宗一郎 1月19日

▶
欧州で広がる移民規制の強化が成長抑制要因に ― ユーロ圏の潜在成長率は１％割れ
も ―

藤本一輝 1月17日

ス

▶ アメリカ経済見通し（2023～25年）
栂野裕貴
立石宗一郎
松田健太郎

12月26日

▶ 欧州経済見通し（2023～25年）
藤本一輝
立石宗一郎
松田健太郎

12月26日

▶
米国経済、トランプ再選で高インフレ・低成長も～懸念される財政・対中・移民政策の大転
換～

栂野裕貴 12月25日

公表済みのレポート（欧米経済関連）

リサーチアイ

ＪＲＩレビュー

詳細は、以下のリンクからPDF形式でご覧いただけます。

リサーチフォーカス

https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/research/pdf/14772.pdf
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/research/pdf/14746.pdf
https://www.jri.co.jp/file/report/research/pdf/14737.pdf
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/jrireview/pdf/14704.pdf
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/jrireview/pdf/14705.pdf
https://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/report/researchfocus/pdf/14697.pdf

